
DEIの作成

大量保有報告書・変更報告書・訂正報告書の作成に当たっては、開示される情報（「表紙」、「発行者」、「提
出者」、「共同保有者」、「総括」）の他に、以下の３つの情報（DEI）の入力を行います。
報告書連番

同日に何件の大量保有報告書及び変更報告書を提出しているかを示す数値

訂正報告書については、同日に提出している大量保有報告書及び変更報告書の件数にかかわらず、
訂正元の報告書に設定した報告書連番を設定（下記設例の「提出順：３回目」参照）。

提出回数
大量保有報告書、変更報告書を提出する場合、常に「１」
訂正報告書を提出する場合、「訂正回数＋１」

提出者名（英名）
提出者名を英字表記で記載（例：金融 太郎→「KINYU TARO」）

前提 提出順 書類名 発行会社 報告書連番 提出回数

- １回目 大量保有報告書 発行会社A 001 001

① ２回目 変更報告書No4 発行会社B 002 001

② ３回目 訂正報告書 発行会社A 001 002

③ ４回目 訂正報告書 発行会社C 004 004

≪同日に複数の報告書を提出する場合の「報告書連番」、「提出回数」設定例≫

① 【前提】過去に提出した発行会社Bの株式に係る大量保有報告書について、4回目の変更報告書の提出を行うものです。
→「書類名」は、４回目の変更報告書であることを示すため、「変更報告書No4」となります。
また、同日２回目の大量保有報告書及び変更報告書の提出となるため、「報告書連番」は「002」となります。

② 【前提】１回目に提出した発行会社Aの大量保有報告書について、1回目の訂正を行うものです。
→ 「報告書連番」は訂正元の大量保有報告書と同じ「001」となります。また、「提出回数」は訂正回数（1）＋１であるため「002」となります。

③ 【前提】過去に提出した発行会社Cの株式に係る大量保有報告書（提出時の「報告書連番」は「004」 ）について、3回目の訂正を行うものです。
→ 「報告書連番」は訂正元の大量保有報告書と同じ「004」となります。また、「提出回数」は訂正回数（3）＋1であるため「004」となります。


